
新年 明けまして おめでとうございます 
 令和 7 年乙巳年が始まりました。昨年度は、1 月 1 日に大地震に見舞われ正月ムー

ドが一瞬で消え去り、学校は、避難所開設や校舎の破損の営繕等に追われました。 

 今年は今のところ災害の被害も受けずにつつがなく新学期をスタートいたしました。 

 

 新学期始業式に校長から児童、教職員に次の３点を話しました。 

＜1つ目＞ 

 ○仲間とも、先生とも、お互いにリスペクト（敬意・尊敬）し合える関係になって

ほしいこと。 

  ・なれ合いの関係から、互いを信頼し、高め合える関係へ。また、上下意識や相

手を軽んじるものの見方や考え方をしない。 

  ■リスペクトし合える関係作りは、「ありがとう」を言い合うこと。 

 

＜２つ目＞ 

 ○仲間と、担任の先生と「今年度の思い出を作る」こと 

  ・進学、進級の前に、最高の思い出を作って、仲間と一緒に次の学年に進む。 

  ■全員で「楽しむ」こと。楽しむことがよい思い出作りにつながること。 

 

＜３つ目＞ 

 ○毎日学校に（ワクワク ドキドキして）来ること 

  ・学校に毎日来られるように、強いからだと心をもてるようにする 

  ■自分の健康づくりを自分で進めること。 

・３つ目は、いつも終業式で「この学期中、毎日学校にきた人を紹介」というこ

とをしていることが関係しています。 

 

 ３学期はまとめの学期であり、進級に向けての準備の学期です。互いをリスペクト 

しつつ、「ありがとう」のあふれる学校にしていきたいと願っています。 

 校区の皆様、保護者の皆様のご理解とご支援を、今年もよろしくお願いいたします。 
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○読売新聞社 第 74 回全国小中学校作文コンクール高学年の部 都道府県審査

「佳作賞」：５年生 石原 みゆ さん 

○いきいきわくわく科学賞 2024（第 60 回県児童生徒科学研究発表会） 

「奨励賞」：５年生 小松 杏実 さん 

○前島 密とふれあう 第 19 回ふれあいはがきコンクール 

 「佳 作」：４年生 西山 椛暖 さん 

 「特別賞」：６年生 新部 朱理 さん 

○スキー上越選手権 小学校女子大回転 

 「優 勝」：５年生 小松 杏実 さん 

 



全校書初め大会を今年も開催いたしました 

 

９日の午前中、１・２年生は教室で、３～６年生は体育館に一堂に会して「新春書

初め大会」を行いました。 

 
書初め会の最後には、３～６年生全員で写真撮影をしました 

３～６年生は１２月にご指導をいただいた、日木 愛子先生、小松 はる子先生か

らもご参加をいただき、一人一人の子どもたちに声をかけていただきました。 

ご家庭や公民館分館、習字の塾等で一生懸命に練習やご指導を受け、冬休み明けに

は見違えるほど上手になっていてびっくりしました。頑張ってきた３年生以上の子ど

もたちの声を聴いてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 などなど、今回の書き初めに懸ける意気込みを感じます。 

 昨今、毛筆書写の指導は、主要教科の指導に力がかかっているためか、なかなか集

中的に取り組めない様子が見られます。 

 下黒川小学校の子どもたちは、大変に筆字 

の筋がよく、みな、熱心に取り組みます。 

小規模校ならではの、一人一人に指導が行き 

届くという環境のよさもあります。 

 １月２０日から３１日まで、校舎１階の廊下 

で書初め展を行います。是非、お越しください。 

「去年は、５年生で２席に入選した人がいるので２席以上に選ばれたい。」 

「今年こそは、会長賞（優秀の判定の中から、さらに１・２・３席の候補に上がった作

品に贈られる賞です）に選ばれたい。」 

「自信がなかったけど、公民館（分館）の冬休みの習字教室に行ったら、上手になった

気がします。」 

「書道教室でコンクールに出す作品を先生と選んできました。この作品できまりで

す！」 

 



中学校に向けて！ 

  最高学年の６年生が「情報モラル」の学習をしました 

 

 最近、タブレットや携帯電話等を通じて行われる、いわゆる「ネットいじめ」や

「ＳＮＳトラブル」等が社会問題となっています。 

 １２月１９日に、新潟県警上越少年サポートセンターの上村順子様をお迎えして、

情報モラルの学習会を開きました。 

 上村様からは、実際に県内の小学生がＳＮＳ（ソーシャル ネットワークサービス）

を通じて被害に遭った事例や事件、何気ない書き込みがもとで大変な事態になってし

まった女の子の話など本物の話を子どもたちに紹介してくださいました。 

 また、学習用タブレットを

使って個人情報を誰でも見ら

れるようにしてしまった事例

から、問題点や怖い思いをし

た事例なども教えていただき

ました。学習の終わりには、

「あ・と・が・こ・わ・い」

というキーワードも教えてい

ただきました。                                                 

 ネット依存症の子どももど

んどん増えているという現実

も教えていただきました。 

【子どもたちの感想から】 

 「自分は、タブレットでユーチューブなどを見続けてしまいます。ネット依存にな

らないようにしなければと思いました。」 

 「ネットの情報は、本当のことだと思ってきたけど、なりすましやうその情報があ 

  ることも分かりました。だまされないようにしたいです。」 

 「あ・と・が・こ・わ・い、を守って、犯罪に巻き込まれないようにしたいです。」 

 「今日の勉強で、どういうことが悪いのか、何をしてはいけないのかが分かりまし

た。本当に気を付けたいと思いました。」 

 「ゲームで対戦しているとフレンドの友達機能で誰だかわからない人が友達になり

たがってくるけど、顔が見えない人とは友達にならないようにします。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の学習を、５年生以下の学年にも広げていきたいと思います。 

 新型コロナウイルスの流行に伴って、学習情報端末の導入が爆発的に進みました。

しかし、操作方法ばかりが先行してしまい、肝心の「情報モラル」の学習が追い付か

ないのが現状です。 

 

「あとがこわい」とは？！ 

あ：会わない（誘い出されない）   

と：とらない（自分や人の写真などを撮らない）  

が：画像を送らない（個人や住所が特定されることがある） 

こ：個人情報を送らない、載せない 

わ：悪口などを書き込まない（侮辱罪などで訴えられる）  

い：家の人と約束する。約束したルールを守る 



【１月の生活のめあて】 

 

 

 

 １月の学校生活のめあてについて、１月１５日（水）の朝活動から１校時目に、全

校集会を行いました。学年ごとに、おみくじ箱のなかの神籤（みくじ）？を引きます。 

すると、くじには「いってきます」「おかえり」「おはよう」「ただいま」「いただ

きます」「おやすみなさい」「ありがとう」「しつれいします」「さような

ら」・・・などの挨拶用語が書かれています。 

 子どもたちは、その用語ごとに集まって、グループを作り、高学年のリードで自分

たちが引き当てた言葉（用語）について、「どんな気持ちで言おうか」「どんなこと

に気を付けて言おうか」などを話し合い、グループごとに発表しました。 

  

  

 

≪２月の学校行事≫ 

＜２月＞ 

４日（火） Web配信問題～7日 

５日（水） スキー持ち込み～６日 

17:00まで 

７日（金） スキー教室 

１０日（月） スキー持ち帰り 

17:00 まで 

１１日（火） 建国記念の日 

 

 

 

２０日（木） 新１年生移行学級 

２１日（金） 委員会 

２３日（日） 天皇誕生日 

２４日（月） 振替休日 

２５日（火） 校内版画展～3/７ 

 福祉の集い（5限） 

       学校運営協議会 

       １４：３０～ 

 

心のこもった あいさつをしよう 


